
          キャンプ座間に関する協議会第８回幹事会  
                              （ ま と め ）  
 
   １ 日 時 平成２２年１２月２１日（火）１１００～１２００  
 
   ２ 場 所  南関東防衛局 第４共用会議室（合同庁舎１階）  
 
   ３ 出席者 
   （１）南関東防衛局  
         古屋企画部長、清水管理部長、伊藤地方調整課長  
 
   （２）座間市 
         小俣副市長、上沢市議会副議長、大塚市基地返還促進等市民連絡協議会副会長、

宮代企画財政部長  
 
   （３）神奈川県  
         関根基地対策部長  
 
   ４ 会議の概要  
   （１）開会 
          
   （２）議題 
       ① 第７回幹事会について  
      第７回幹事会の議事内容について確認を行った。  
 
       ② 負担軽減策の具体化について  
          前回の幹事会における「防衛省の検討状況及び陸自宿舎の建設計画を踏まえ、

座間市として、返還候補地５．４㌶全体の利用構想を検討の上、次回の幹事

会 に お い て 提 案 い た だ き た い 。」 と の 南 関 東 防 衛 局 か ら の 要 望                 
に対し、座間市から、「座間市として、「キャンプ座間チャペル・ヒル住宅地

区返還跡地利用構想」のとおり決定した。この利用構想のコンセプトを「ス

ポーツと健康の森」とし、既存の市民体育館と大坂台公園との一体性を持っ

た活用を意図したところであり、具体的には、病院、公園とともに、陸自家

族宿舎を位置づけ、返還跡地を大きく三つのゾーン（病院誘致ゾーン、公園

ゾーン、陸上自衛隊家族宿舎建設ゾーン）に区分し土地利用の方針を定めた。」

との説明があった。（別紙）  
                     
          南関東防衛局から、利用構想を提案いただいたこと、この中で陸自家族宿舎

の建設を位置づけていただいたことについて、謝意が示された。  
 
          また、南関東防衛局から、陸上自衛隊家族宿舎建設ゾーンの利用の考え方と

して、昨年１２月の第５回幹事会において、宿舎については、１０階程度の

建物を２棟整備する予定である旨説明したが、座間市のご要望を受け止め、

約２．３㌶程度から約２㌶に変更したことや１．１㌶の一部を利用すること

となったことから、改めて設計を行う必要があり、現時点で階数や棟数につ

いて、確たることは申し上げられないこと、宿舎ゾーンには、宿舎入居者の

ための駐車場の整備を予定していること等について説明があった。  
 



          続いて、座間市から「本利用構想の実現に当たって、市の財政負担を極小に
するとの観点から、防衛省にご協力いただきたい。」との発言があった。  

          これに対し、南関東防衛局から「返還国有財産の利用に当たって、市民の負
担軽減が行えるよう、防衛省から財務省へ働き掛けを行い、必要な調整につ

いて協力を行ってきた。」、「財務省においては、「新成長戦略における国有財

産の有効活用」の枠組みを病院にも適用できる新たな通達が発出されると承

知しており、座間市が返還候補地に病院を誘致するに当たり、この枠組みが

活用できるのではないかと考えている。」、「キャンプ座間の一部返還跡地に係

る利用構想等について、財務省、座間市、防衛省との間で協議、検討、意見

交換を行うことを目的とする「キャンプ座間返還予定財産に関する調査・協

議会」を１１月末に設置したところであり、防衛省としても、引き続き、防

衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律に基づく措置を含め、返還国有

財産の座間市利用に当たり、積極的に協力していく考えである。」との説明が

あった。 
 
          座間市からは、「病院誘致の実現に向けて、財務省から発出される通達の枠組

みを是非とも活用したい。」との発言があった。 
           
          また、座間市から、「防衛省から説明いただいた負担軽減策に加え、「更なる

負担軽減策」を示して欲しい。」との発言に対して、南関東防衛局から「検討

したい。」との説明があった。  
 
           更に、座間市から、「現時点における返還に係るスケジュールがどのように

なっているのか。」、「本年８月に返還候補地全体の調査、測量を終了したので、

その結果が整理でき次第、情報提供するとの説明があったが、具体的な情報

提供の時期について示していただきたい。」との発言があった。  
           これに対して、南関東防衛局から、「返還のスケジュールについては、現時

点で確たることは申し上げられないが、できるだけ早期に日米合同委員会に

おいて返還に関する基本合意を行うよう努力する。」、「返還候補地全体の調査、

測量の結果については、現在、整理を行っているので、できる限り早期に整

理を終え、今年度中をメドとして、座間市に情報提供したいと考えている。」

との説明があった。  
 
          また、南関東防衛局から、「防衛省としては、座間市の利用構想をお預かりし、

確認させて頂くとともに、更なる負担軽減策を検討する時間をいただきた

い。」との説明があった。 
 

 次回の会議については、来年１月の適切な時期に第３回代表幹事会を開催し、
今回、座間市から提出いただいた利用構想を含めて、第４回幹事会以降の議

事内容を報告するとともに、返還候補地全体の利用構想等について、防衛省

と座間市との間で最終協議をすることとした。 
 
   （３）閉会 
 
                                                                    以 上 


